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10月から始まった医療事故調査制度について
　平成27年10月から医療事故調査制度が始まりました。日本医療安全調査機構に
よるとこの制度での医療事故の届け出先である「医療事故調査・支援センター」
には、10月には事故の報告は20件あり、相談件数は250件と公表されています。
続いて11月の報告件数が先日公表されましたが、報告件数は26件で相談件数は
160件でした。制度発足前の予想報告件数は年間1,500～2,000件とされていたた
め、予想よりかなり少ない数です。
　相談件数は、10月には250件あり、内容別には274件となり、事故の範囲やその
判断に関するものが68件（25%）、支援の求め方に関するものが66件（24%）、そ
の他手続き等に関するものが60件（22%）、その他の順でした。11月の相談件数
は160件あり、内容別には190件となり、医療事故の範囲やその判断に関する件数
が41件（21%）、手続きに関する相談が38件（20%）、院内調査に関する相談が45
件（24%）、センター調査に関する相談が10件（５%）等となっています。
　まず報告件数が少ないのは、病理解剖の年間件数をもとに推計したものであり
これには今回の医療事故とは関係のないものがかなり含まれているであろうこと
や、制度で対応するには最大数を予測しておいたほうが安心ということもあり、
このような差が出たものと思われます。制度や手続きに関する相談は、説明期間
が短く、説明会なども少なかったこと、あるいは関心の薄さもあったかもしれま
せん。医療事故に関する相談が多いのは、まさにこの制度で言う医療事故の判断
の基準が、最終的には管理者に委ねられていることによると思われます。
　今回の制度は来年６月には見直されることになっていますが、すでに多くの問
題点があります。その一つは医療事故の定義が幅広すぎ、また最終的には管理者
の判断にゆだねられていることです。また、事故か否かの判断とその調査を、そ
れが発生した医療機関だけの判断に任せる制度には問題があります。さらに、支
援団体の事故に対する認識や判断に差異があり、相談する団体によって判断が異
なることも問題です。今回は死亡事例に限っていますが、報告症例数が少ないこ
とからも、重篤な障害が発生した場合（厚労省分類の4a,�4b）も含めて報告する
制度にするほうがいいと思われます。生涯にわたる重篤な障害は、死亡にも匹敵
するものですが、今回の制度の陰に隠れて、その対応が遅れてしまう恐れがあり
ます。本来は医療事故か否かの調査をする制度であり、この制度の名称ももう一
度考え直す必要があります。

� （文責　医療事故対策委員　清水信義）
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平成27年度第２回福祉部役員会
　　　日　時：平成27年12月12日（土）　16 ： 00 ～ 17 ： 00
　　　場　所：岡山衛生会館役員会議室
　　　出席者：�部員（近藤潤次、内田　寛、星島　昭、山本　優、石賀光明、内田耕三郎、

重歳　誠、内藤好宏、藤田洽二）県医師会（石川会長、田中福祉部長、神
﨑副部長、中川監事）

議題
報告１．平成27年度福祉部会計現況報告（平成27年11月末日現在）
　①�福祉部災害見舞金制度：加入者は527名、1,725口と依然、漸減傾向が続いている。

当期の支払いはない。部費収入1,728,000円、雑収入9,131円、事業活動収支差額は
1,728,167円、正味財産計は63,132,254円である。

　②�福祉部団体所得補償保険制度：全員加入部分の加入者は1,320名で給付は10名に
690,332円を支給した。制度持出分はなし。事業活動収支差額は131,722円となり、そ
の結果、正味財産計は4,821,200円となった。本制度の特約補償部分の傷害死亡一時金
制度からの支払いはなかった。

　　�　任意加入部分についてはＡ会員435名、Ｂ会員77名が加入しており、この内、15名
に対して総額24,390,000円が損保ジャパン日本興亜から給付された。

　③�福祉部グループ保険制度：�A会員加入者が307名、Ｂ会員は64名、配偶者・子供は131
名の合計1,548口となった。脱退者の内訳は任意脱退がA会員６名、B会員３名、76歳
脱退がA会員９名、死亡脱退はない。27年度の資格喪失者は９名であった。保険金の
支払いはない。事務受託手数料収入は1,126,938円、事業活動収支差額は990,908円で
正味財産計は19,847,730円である。

報告２．開業資金ローン、育英・オートローン、従業員オートローンの運用状況
　平成27年７月１日～平成27年11月30日の間には開業・設備投資ローン、育英・オートロー
ン、従業員オートローンは紹介受付件数、融資実行件数、商談進行中件数いずれも０件で
ある。

報告３．ドクターバンク事業の現況について（平成27年11月末現在）
　＊ドクターバンク登録　　　求人医療機関72施設　　　　　求職医師４名
　＊女性医師バンク登録　　　　　　〃　　　45施設　　　　　　　〃　　５名
　　平成27年7月～ 11月の間にドクターバンクで１件の成立をみている。

福祉部コーナー




